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春
の
訪
れ
を
待
つ

　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
団
越
冬

表
紙
説
明

　

冬
本
番
を
迎
え
た
１
月
中

旬
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ギ
マ

ダ
ラ
の
越
冬
が
島
内
で
確
認
さ

れ
た
。
記
事
は
本
誌
８
Ｐ
。



　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
報
告
に

よ
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
有
害
使
用
に
よ

り
、
全
世
界
で
毎
年
２
５
０
万
人
が
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
15
才
か

ら
29
才
ま
で
の
若
者
32
万
人
が
尊
い
命
を

失
っ
て
お
り
、
同
世
代
全
死
亡
の
約
１
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル

は
世
界
で
３
番
目
の
疾し

っ
ぺ
い病

負
担
の
リ
ス
ク

要
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
西
太
平

洋
地
域
と
ア
メ
リ
カ
地
域
で
は
第
１
位
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
は
第
２
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
暴
力
や
育
児

放
棄
、
児
童
虐
待
、
職
場
で
の
常
習
欠
勤
、

飲
酒
運
転
で
の
事
故
な
ど
を
含
む
、
多
く

の
深
刻
な
社
会
的
お
よ
び
発
展
上
の
問
題

な
ど
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
の
改
善
に
、
国
際
的
に
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、２
０
１
０（
平

成
22
）
年
５
月
に
開
か
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で

『
ア
ル
コ
ー
ル
の
有
害
使
用
を
低
減
す
る

た
め
の
世
界
戦
略
』
が
決
議
さ
れ
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
有
害
な
使
用
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
問
題
を
予
防
す
る
世
界
戦
略
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
内
で
も
、２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
、

当
時
の
厚
生
省
が
第
３
次
国
民
健
康
づ
く

り
対
策
と
し
て
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

の
行
動
を
国
民
に
促
す
た
め
、『
健
康
日

本
21
』
を
示
し
、
壮
年
期
で
の
死
亡
を
減

ら
し
、
介
護
な
し
で
生
活
で
き
る
健
康
寿

命
を
延
ば
す
具
体
的
な
目
標
数
値
な
ど
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

お
酒
は
ス
ト
レ
ス
や
緊
張
を
和
ら
げ
る

な
ど
、
上
手
に
飲
め
ば
効
用
が
あ
る
反

面
、
飲
み
過
ぎ
る
と
健
康
を
害
す
る
危
険

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
初
飲
か
ら
飲
酒
を
繰
り
返
す

こ
と
に
よ
り
習
慣
飲
酒
に
至
り
、
健
康
に

有
害
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
危
険
飲
酒
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
直
接
私
達
の
臓
器
な

ど
に
刺
激
を
与
え
、
害
を
及
ぼ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
肝
臓
な
ど
で
分
解
さ
れ
た

も
の
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
酒
す
る
と
少
量
は
汗

や
尿
な
ど
で
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
胃
と
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
静

脈
を
通
り
、
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水

酵
素
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
）
に
よ
り
有
毒
な
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
に
酸
化
、
分
解
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
様
々
な
病
気

を
誘
発
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
は
私
達
の
体
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
の
有
害
使
用
を
低
減
す
る

取
組
み
が
全
世
界
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

お
酒
に
つ
い
て

お
酒
に
つ
い
て

　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

特
集　

お
酒
と
健
康

　

年
末
年
始
の
忘
・
新
年
会
、
職
場
仲
間
や

親
し
い
友
人
と
飲
む
お
酒
は
楽
し
い
も
の
で

す
が
、
日
常
的
、
短
時
間
に
多
量
飲
酒
を
し

て
健
康
を
害
し
た
り
す
る
事
例
が
多
く
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
『
お
酒
と
健
康
』
と
題
し
、
み
な

さ
ん
に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
特

集
を
組
み
ま
し
た
。

2



　

独
立
行
政
法
人 

国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
で
、

飲
酒
が
要
因
で
が
ん
の
リ
ス
ク
を
上
げ

る
こ
と
を『
確
実
』と
評
価
し
た
も
の
は
、

『
肝
臓
』『
大
腸
（
結
腸
）（
直
腸
）』『
食
道
』

な
ど
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。（
図
１
）

　

癌が
ん

ま
で
進
行
し
な
い
場
合
で
も
、
胃

腸
障
害
や
高
血
圧
、
膵す

い
え
ん炎

、
脂
肪
肝
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾し

っ
か
ん患

を
伴

う
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
短
時
間
に
多

量
飲
酒
す
る
こ
と
に
よ
り
、
酩め

い
て
い酊

以
上

の
状
態
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ
る
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、
睡
眠
障
害
、
情
緒

不
安
定
、
職
場
や
家
庭
内
の
問
題
、
飲

酒
運
転
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
様
々

な
問
題
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
０
０
（
平
成
13
）

年
に
発
表
し
た
『
健
康
日
本
21
』
の
中

で
、『
多
量
飲
酒
』
を
明
確
に
定
義
し
て

い
ま
す
。『
多
量
飲
酒
』
と
は
『
一
日
平

均
60
㌘
を
超
え
る
飲
酒
』
で
す
。
こ
こ

で
い
う
60
㌘
は
、
酒
に
含
ま
れ
る
純
ア

ル
コ
ー
ル
量
で
、
だ
い
た
い
ビ
ー
ル
中

ビ
ン
３
本
、
日
本
酒
３
合
弱
、
25
度
焼

酎
３
０
０
㎖
に
相
当
し
、
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
の
問
題
の
多
く
は
、
こ
の
多
量
飲

酒
者
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
実
施
さ
れ

た
全
国
成
人
に
対
す
る
実
施
調
査
（
樋
口

ら
）
に
よ
る
と
、
飲
酒
日
に
60
㌘
（
純
ア

ル
コ
ー
ル
量
と
し
て
）
以
上
飲
酒
し
て

い
た
多
量
飲
酒
者
は
男
性
の
13
・
４
％
、

女
性
の
４
・
０
％
と
認
め
ら
れ
、
推
計
で

８
６
０
万
人
も
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
均
寿
命
を
見
る
と
、
男
性
は
県
79
・

２
才
、
町
79
・
０
才
。
女
性
は
県
86
・
３

才
、
町
85
・
６
才
『
市
町
村
別
生
命
表
』

　

平
成
22
年
）
で
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、早
世
（
65
才
未
満
の
死
亡
）
で
は
、

女
性
は
県
７
・
６
％
に
対
し
、
町
４
・
５
％

と
約
３
％
少
な
い
が
、男
性
は
県
16
・
２
％

（
平
成
24
年
）
に
対
し
、
町
19
・
２
％
（
平

成
20
〜
24
年
）
と
逆
に
３
％
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

町
の
死
亡
数
は
三
大
死
因
の
悪
性
新
生

物
（
悪
性
腫し

ゅ
よ
う瘍

）、
心
疾し

っ
か
ん患

、
脳
血
管
疾

患
が
約
60
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
の
標
準
化
死
亡
比
（
地
域
の
年

齢
構
成
を
均
一
に
し
た
死
亡
比
で
全
国
平

均
を
１
０
０
と
し
た
も
の
『
町
保
健
福
祉

課
調
査
』
図
３
）
で
み
る
と
、
男
性
の
肝

ア
ル
コ
ー
ル
一
日
平
均
60
㌘
を
超
え
る

多
量
飲
酒
者
が
引
き
起
こ
す
問
題

（図２）早世（65歳未満の死亡）割合

喜
界
町
は
男
性
の
早
世
（
65
才
未
満
の

死
亡
）
と
肝
疾
患
の
死
亡
が
多
い

（図１）これまでに行われた評価

（出展：日本人のためのがん予防法『国立がん研究センター』）

（図３）本町における標準化死亡比（Ｈ 20-24）
疾
患
が
全
国
の
約
３
倍
と
最
も
高
く
、
次

に
男
性
の
慢
性
閉へ

い
そ
く塞

性
肝
疾
患
が
約
２
倍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
保
健
福
祉
課
は
「
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
も
の
は
、『
飲
酒
』『
喫
煙
』
な
ど

の
生
活
習
慣
の
影
響
が
強
い
」
と
推
測
し

て
い
ま
す
。

（出展：衛生統計年報）

※地域の年齢構成を均一した死亡比で全国を100としたもの

喜
界
町
男
性
の
肝
疾
患
は

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
の
約
３
倍
！
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爽快期 ほろ酔い期 酩酊時初期 酩酊期 泥酔期 昏睡期
血中濃度 0.02 ～ 0.04 0.05 ～ 0.10 0.11 ～ 0.15 0.16 ～ 0.30 0.31 ～ 0.40 0.41 ～ 0.50

酒量（目安）
ビール中瓶（～ 1本）
日本酒（1合）

ウィスキーシングル (～ 2杯）

ビール中瓶（1～ 2本）
日本酒 (1～ 2合）
ウィスキーシングル（3杯）

ビール中瓶（3本）
日本酒 (3合）
ウィスキーシングル（3杯）

ビール中瓶（4～ 6本）
日本酒 (4～ 6合）
ウィスキーダブル（5杯）

ビール中瓶（7～ 10本）
日本酒 (7 ～一升）
ウィスキーボトル（1本）

ビール中瓶（10本以上）
日本酒 (一升以上）
ウィスキーボトル（1本以上）

酔いの状態

さわやかな気分になる
皮膚が赤くなる
陽気になる

判断力が少し鈍くなる

ほろ酔い気分になる
手の動きが活発になる
抑制がとれる

（理性が失われる）
体温が上がる
脈が速くなる

気が大きくなる
大声でがなりたてる
怒りっぽくなる
立てばふらつく

千鳥足になる
何度も同じ事をしゃべる
呼吸が速くなる
吐き気・おう吐がおこる

まともに立てない
意識がはっきりしない
会話がめちゃくちゃになる

ゆり動かしても起きない
大小便がたれ流しになる
呼吸はゆっくりと深い

死亡

お酒の種類 ビール
（中瓶１本500ml）

清酒
（1合 180ml）

ｳｲｽｷｰ・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｰ
（ﾀﾞﾌﾞﾙ 60ml）

焼酎
(1合 180ml）

ワイン
（1杯 120ml）

アルコール度数 ５％ 15％ 43％ 35％ 12％

純アルコール量 20g 22g 20g 50g 12g

　

ま
た
、
１
日
の
飲
酒
量
を
調
べ
た
調
査

（
図
４
）
に
よ
る
と
、
１
合
か
ら
２
合
が

県
27
・
５
％
に
対
し
、
町
30
・
８
％
で
す

が
、
２
合
か
ら
３
合
で
は
県
７
・
５
％
に

対
し
、
町
は
倍
近
く
の
12
・
３
％
。
多
量

飲
酒
と
い
わ
れ
る
３
合
以
上
で
は
県
１
・

４
％
に
対
し
、
町
は
約
３
倍
の
３
・
９
％

と
い
う
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
40
代
な
ど
の
若
い
世
代
に
多
量
飲

酒
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
後
、
悪
い

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
で
健
康
状
態
が
悪

化
す
る
人
が
増
え
る
の
で
は
と
危
ぶ
ま
れ

て
い
ま
す
。

　　

で
は
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
は
ど
の

程
度
の
量
で
し
ょ
う
か
？

　
『
健
康
日
本
21
』
に
よ
る
と
、
我
が
国

の
男
性
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
日
本

酒
に
換
算
し
て
１
日
平
均
で
１
合
（
純
ア

ル
コ
ー
ル
で
約
20
㌘
）
程
度
飲
酒
す
る
者

が
、
死
亡
率
が
最
も
低
い
と
す
る
結
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
※
飲
め
な
い
方
に

対
し
て
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。
そ
の
た
め
『「
節
度
あ
る
適
度
な
飲

酒
」
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
１
日
平
均

約
20
㌘
程
度
で
あ
る
旨
の
知
識
を
普
及

す
る
』
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
５
％
の
ビ
ー
ル
中
瓶

（
５
０
０
㎖
）
１
本
で
、
他
種
類
の
換
算

の
目
安
に
つ
い
て
は
（
図
５
）
を
参
照
。

　

ま
た
、
留
意
事
項
と
し
て
『
①
女
性
は

男
性
よ
り
も
少
な
い
量
が
適
当 

②
少
量

の
飲
酒
で
顔
面
紅
潮
を
来
す
な
ど
ア
ル

コ
ー
ル
代
謝
能
力
の
低
い
者
は
通
常
の
代

謝
能
力
を
有
す
る
人
よ
り
も
少
な
い
量
が

適
当 

③
65
才
以
上
の
高
齢
者
は
よ
り
少

量
の
飲
酒
が
適
当 

④
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
に
お
い
て
は
適
切
な
支
援
の
も
と
完

全
断
酒
が
必
要 

⑤
飲
酒
習
慣
の
な
い
人

に
対
し
て
こ
の
量
の
飲
酒
を
推
奨
す
る
も

の
で
は
な
い
』
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
目
指
す
姿
を
示
し
た
『
健

康
き
か
い
21
』
で
は
、『
①
お
酒
の
適
量

を
守
り
、
週
２
日
の
休
肝
日
を
つ
く
る 

②
無
理
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
勧
め
な
い
』
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

町
保
健
福
祉
課 
岡
田
史
子
保
健
師
は

「
島
で
は
、
ま
ぐ
み
（
集
う
）
な
ど
で
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
々
あ
り
ま
す
。
島
の

特
産
品
で
も
あ
る
黒
糖
焼
酎
な
ど
を
美
味

し
く
楽
し
み
続
け
る
た
め
に
も
、
適
量
や

健
康
上
の
問
題
で
飲
め
な
い
（
飲
ん
で
は

い
け
な
い
）
人
も
い
る
こ
と
も
理
解
し
、

お
互
い
の
健
康
を
守
れ
る
こ
と
が
で
き
る

日
常
生
活
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
注
意
喚

起
し
ま
す
。

　

正
し
い
お
酒
の
飲
み
方
を
分
か
り
や
す

く
簡
潔
に
示
し
た
も
の
に
『
適
正
飲
酒
の

10
か
条
』（
公
益
社
団
法
人 

ア
ル
コ
ー
ル

お
酒
と
健
康

　

〜
適
正
飲
酒
の
10
か
条
〜

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
は

　

一
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
㌘

参考：アルコール血中濃度と酔いの状態 （出展：公益社団法人アルコール健康医学協会）

（図５）主な酒類の換算の目安

健
康
医
学
協
会
）
が
あ

り
ま
す
。
最
後
に
こ
の

10
か
条
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

適
正
飲
酒
の
10
か
条

①
談
笑
し 

楽
し
く
飲

む
の
が
基
本
で
す

　

適
量
の
お
酒
は
楽
し

い
気
持
ち
を
さ
ら
に
増

加
さ
せ
る
効
果
や
、
緊

張
感
を
和
ら
げ
た
り
良

好
な
対
人
関
係
を
促

し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

さ
せ
ま
す
。

②
食
べ
な
が
ら 

適
量

で
ゆ
っ
く
り
と

　

お
酒
と
一
緒
に
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

食
物
を
食
べ
る
と
、
ア

ル
コ
ー
ル
と
胃
の
粘
膜

の
接
触
を
緩
和
し
、
ア

（出展：健康日本 21）

（図４）１日の飲酒量（％）
（出展：町特定健診）
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ル
コ
ー
ル
吸
収
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。

空
腹
状
態
で
た
く
さ
ん
の
お
酒
を
飲
む

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
吸
収
を
早
め
、
急
激
な

血
中
濃
度
と
な
り
ま
す
。

③
強
い
酒 

薄
め
て
飲
む
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
飲
料
は
、
の

ど
や
胃
腸
の
粘
膜
に
強
い
刺
激
を
与
え
ま

す
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
と
口
腔
が
ん
、
咽

頭
が
ん
、
喉
頭
が
ん
、
食
道
が
ん
な
ど
の

原
因
に
。
ま
た
、
強
い
お
酒
は
少
量
で
酔

い
が
回
り
や
す
い
の
で
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。

④
つ
く
ろ
う
よ 

週
に
二
日
は
休
肝
日

　

２
単
位
の
お
酒
（
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
２

本
、
日
本
酒
２
合
、
焼
酎
１
・
２
合
）
を

肝
臓
で
分
解
す
る
の
は
、
個
人
差
が
あ
り

ま
す
が
、
平
均
６
〜
７
時
間
か
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
肝
臓
を
毎
日
連
続

し
て
酷こ

く
し使

す
る
と
障
害
が
で
て
き
ま
す
。

⑤
や
め
よ
う
よ 

き
り
な
く
長
い
飲
み
続
け

　

長
い
時
間
飲
み
続
け
る
と
、
自
分
の
適

量
を
超
え
て
酒
量
が
増
え
て
し
ま
い
、
大

量
飲
酒
に
つ
な
が
り
、
翌
日
に
な
っ
て
も

ア
ル
コ
ー
ル
を
代
謝
し
き
れ
な
い
た
め
に

二
日
酔
い
に
な
り
ま
す
。
ほ
ど
ほ
ど
の
時

間
に
切
り
上
げ
て
、
節
度
あ
る
飲
み
方
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
許
さ
な
い 

他ひ
と人
へ
の
無
理
強
い
・
イ
ッ
キ
飲
み

　

お
酒
の
無
理
強
い
は
、
飲
ま
さ
れ
る
人

に
と
っ
て
ペ
ー
ス
を
乱
さ
れ
、
落
ち
着
い

て
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ず
、
楽
し
く
な
く

な
り
ま
す
。
特
に
イ
ッ
キ
飲
み
は
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
か
ら
死
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

⑦
ア
ル
コ
ー
ル 
薬
と
一
緒
は
危
険
で
す

　

お
酒
と一緒
に
薬
を
併
用
す
る
と
、
薬
の

作
用
が
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
強
く
現
れ
た

り
し
ま
す
。
薬
と一緒
に
飲
酒
す
る
こ
と
の

が
遅
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
妊
娠
中
は
流
産
や
低
体
重
児
に
な
っ

た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

⑨
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
要
注
意

　

飲
酒
後
は
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
高

く
な
り
、
体
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
、
処

理
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に

運
動
・
入
浴
す
る
と
、
血
液
が
筋
肉
に
分

散
さ
れ
、
内
臓
に
血
液
が
集
め
ら
れ
ず
、

代
謝
速
度
が
遅
く
な
り
ま
す
。
お
酒
を
体

か
ら
抜
こ
う
と
入
浴
す
る
人
が
い
ま
す

が
、こ
れ
は
逆
効
果
で
、む
し
ろ
ア
ル
コ
ー

ル
の
分
解
が
遅
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
血

圧
の
低
下
を
招
き
、
脳
卒
中
を
起
こ
す
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
後
の
運
動
は
平

衡
感
覚
が
乱
れ
、
予
期
せ
ぬ
事
故
や
心
臓

発
作
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑩
肝
臓
な
ど 

定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

　

飲
酒
後
は
、
肝
臓
が
一
生
懸
命
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
し
て
い
ま
す
が
、
大
量
飲

酒
を
長
期
間
続
け
る
と
、
肝
臓
に
大
き
な

負
担
を
か
け
ま
す
。
脂
肪
肝
か
ら
肝
炎
、

肝
硬
変
と
進
ん
で
い
っ
て
は
大
変
で
す
。

お
酒
を
飲
む
人
は
定
期
的
に
肝
機
能
な
ど

の
検
査
を
受
け
自
分
の
健
康
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
資
料　
「
健
康
日
本
21
（
厚
生
労
働

省
）」、「
健
康
き
か
い
21
（
町
保
健
福
祉

課
）」、「
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
公

益
社
団
法
人 

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」】　

な
い
よ
う
十
分
に
注
意

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑧
飲
ま
な
い
で 
妊
娠

中
と
授
乳
期
は

　

妊
婦
が
飲
酒
す
る
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
胎
盤
を
通

じ
て
胎
児
の
血
液
に
流

れ
込
み
ま
す
。
ま
た
、

授
乳
期
の
飲
酒
は
、
母

乳
を
通
じ
て
ア
ル
コ
ー
ル

が
赤
ち
ゃ
ん
の
体
内
に

入
り
、
脳
や
体
の
発
育

●喜界町役場　時平日 8:30 ～ 17:15
　　保健福祉課
　　　心と身体の健康に関する相談
　　　　　　　　　　　　・・・６５－３５２２

●名瀬保健所地域保健福祉課
　　平日 8:30 ～ 17:15
　　　　　　　・・・０９９７－５７－７２４３

●鹿児島県精神保健福祉センター
　【来所相談】
　　精神保健福祉相談
　　　・初回　要予約　木曜日　9:00 ～ 12:00
　　　・２回目以降　予約不要（受付 11:00 まで）
　　　　　　　　　　　月曜日　9:00 ～ 12:00
　　思春期相談　要予約
　　　　　　　　　　第３水曜日　9:00～ 12:00
　　薬物相談　要予約
　　　　　　　　　　第３木曜日　14:00～ 16:00
　　　　　　　・・・０９９－２１８－４７５５
　※相談には健康保険証を持参。電話相談は随時
　　受付可（時平日 8:30 ～ 17:00）

お酒に関する
　　健康問題についての相談窓口
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Topics　i n　KIKAIJIMA

第１回喜界高校出身プロ野球選手との交流会及び小・中学生野球教室

美沢将さん（元西武ライオンズ）と原泉選手（ヤクルトスワローズ）が子どもらに野球指導
厳しいプロの世界の凄さを体感した。その後は野球の
基本であるキャッチボールやティーバッティングなどを指導
され、フォームなどのアドバイスをもらった。交流会では、
子ども達は「どういう練習をしてプロになったか」など興
味津 に々質問をし、最後に２人から子ども達にサインボー
ルがプレゼントされた。
　少年野球チーム・ガッツ喜界の野間慎也主将（６年）
は「プロ野球選手のバッティングや遠投はとにかくすご
かった。ぼくも遠くに飛ばせるプロになって、年間 50 本
のホームランが打てる選手を目指したい」と目を輝かせた。

終了後に憧れのプロ野球選手と記念撮影子どもらに指導する美沢選手と原選手

野球を通して島の活性化に取り組むチームＫＵＢＯ
（久保正樹代表）は１月2日、喜界高校出身のプ

ロ野球選手を招き、同校グラウンドで野球教室を行った。
今回、元西武ライオンズ内野手の美沢将さんとヤクルトス
ワローズ外野手として活躍する原泉選手が野球が好きな
子ども達にバッティングやキャッチボールなどを指導した。
　デモンストレーションでは、原選手が約１１０㍍の遠投
を見せ子どもらを驚かせ、さらに、フリーバッティングで
体育館前のネットを越える約１４０㍍弾を披露すると、子
どもらは大きな歓声を上げ、一握りの選手しかなれない

第１回ニューイヤーコンサート

喜界高校吹奏楽部（若松夢路部長・９人）が主
催する『第１回ニューイヤーコンサート（喜

界島ウインドアンサンブル共催）』が元日の１月１
日、町中央公民館旧館ホールで行われた。
　同コンサートは『喜界町を音

・ ・
楽でもっと元気にした

い』と開催され、同校吹奏楽部以外にも、音楽愛好
家の団体・喜界島ウインドアンサンブルや喜界中学
校吹奏楽部、吹奏楽経験者ら総勢 50 人が参加。木管・
金管三重奏や参加者全員で J-POP（日本のポピュラー
音楽）など 14曲を演奏し、来場者の耳を楽しませた。

会場に響き渡る音色に多くの町民が魅了された

演奏者らが集い、音楽で新年を祝う！

光通信サービス説明会

２月１日から光通信サービスが開始

ＮＴＴ西日本と喜界町はこのほど、超高速ブロー
ドバンド網（光通信サービス）運用開始前に

役場コミュニティホールで説明会を開催した。説明
会は昼、夜で行われ、光通信に関心を持つ約 4 ００
人の町民が参加した。説明会では、光通信サービス
提供の概要や運用についての詳しい説明があった。
　また、光通信サービスを提供するプロバイダー５社も
参加し、各社が提供する特徴あるサービス点などが伝
えられ、質疑応答では「光回線を引くと通信速度など、
どう変わるのか」など、会場から多くの質問が挙がった。

会場では熱心な町民らの多数の質疑応答があった
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子牛初競り

ＪＡ県経済連が主催する子牛の初セリ市が１月10日
～ 16日、与論市場を皮切りに群島内の６市場で開

催された。ほとんどの市場で前回の平均価格を上回り、
１月16日に町家畜セリ市場で開催された喜界会場で
は、一頭平均７０万９６７０円（税込）と、昨年平均を
約１１万円上回る価格で初セリ市を終えた。
　本町での最高価格は、めすの部で８０万４６００円

（伏見健さん）。去勢の部は９３万８５２０円（西行弘
さん）。今回は、全国的に子牛不足であるなどの理由
により高値での取引になったと予想されている。

経済連からは「発育のいい牛が多かった」と高評価だった

今年も出だし好調！　一頭平均 70万円越え！
百年以上の歴史ある小野津敬老会

薫区長は「新敬老者が20人もいる年は近年にない」と喜んだ

小野津集落（秋月明男前金久区長・薫勇治神宮
区長）は１月３日、旧小野津小学校体育館で敬

老会を開催した。敬老会には約１６０人の集落民が
参加し、今年新敬老を迎える数えで 70 才（昭和 22
年生）のお祝いと全敬老者のさらなる長寿を願った。
　新敬老者を代表して直島秀守さんは「高度成長時
代を支えてきた私達が敬老者の仲間入りをしたこと
は、一同感慨無量。これからは健康に気配りしなが
ら、それぞれが感心あることを楽しんで過ごしてい
きたい」と抱負を述べた。

今年は20人が敬老者の仲間入り

【県消防協会表彰】▷功績章（20 年勤続） 牧政己（特
別警備）　▷精績章（15 年勤続） 体岡徳章（坂嶺）・
盛崎仁彦（中央）【町消防団表彰】（5 年勤続）槇光（坂
嶺）、川上哲也（中央）、髙橋直樹（中央）
　出初め式の起源は東京消防庁によると、明暦 (1657)
年の大火を契機に、万治２（1659）年 1月4日、時の
老中 稲葉伊予守正則が江戸市内の防火・警備を司る
定
じょうびけし

火消総勢４隊を率い、上野東照宮前（東京都台東
区）で出初を行って気勢をあげたことから毎年の行事と
して定着した。大正 5（1916）年からは1月6日に実施。

団員らのきびきびとした動作によりスムーズに執り行われた

町が主催する平成 28 年喜界町消防出初式が１月
６日、自然休養村管理センターで行われ、大

島地区消防組合喜界消防分署員や喜界町消防団員な
ど各関係機関が出席した。
　毎年、消防団員や消防署員の防災意識向上と消防
の士気高揚、安全祈願などを図るために行われ、式
では、永年勤続の表彰や団長謝辞などが行われたが、
天候不良により恒例の青・赤 ･ 緑・黄・ピンクのカ
ラー放水や特別点呼などは実施できなかった。
表彰者は次のとおり。※（　）内は分団名・敬称略

謝辞を述べる勇一敏 消防団長

大島地区消防組合喜界消防分署と喜界町消防団が集結！　町民の安全などを祈願 !!
平成 28 年喜界町消防出初式
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マイナンバー制度

昨年 10 月にスタートしたマイナンバー（個人
番号）制度。本町在住者の個人番号カード交

付が 1 月 22 日から、役場住民課で開始された。
　同カードには、各世帯に簡易書留で送付された12 桁
の番号（マイナンバー）と氏名、生年月日、性別が記
載される。さらに顔写真も掲載されているため、公的身
分証明書とするなど幅広い利用が可能となる予定。
　有効期限は、20才以上の成人が10年、20才未満の
未成年が５年となっており、初回の申請手数料は無
料。詳しくは役場住民課（☎６５－３６８７）まで。

行政の効率化、国民の利便性の向上などが期待される

個人番号カードの交付が始まる！

ん宅（小野津）に宿泊した。喜界に訪れたのは福澤さ
んの娘ミチコ・ウイズダムさん（旧性 福澤美智子）の夫
が渡辺さんの母校・海星高校（長崎市）の元英語教
師で、その繋がりで照代さん夫婦とも親交があり、昨年
亡くなった夫・千惠藏さんのお墓参りに立ち寄った。
　お殿様は小野津集落民に熱烈な歓迎を受けた後、
家臣 ? の案内で観光や宴会などで４日間の日程で島
を満喫した。今後の殿様行脚は鹿児島から熊本を経
由した後、最終目的地は実家がある長崎市。目標の

『天下笑一（日本縦断）』は今月中に達成する予定。

❶草木染工房にて　❷チビッコも興味津々　❸西商店で六調

❶❷

❸

ちょんまげ姿で徒歩日本縦断に挑戦！！

『天下笑一』を掲げ、気ままな一人行脚を楽しむお殿様出現に町民ら騒然！　小野津集落民と交流！

❹福澤さん宅にて　❺このベビーカーで日本を横断

正月ムードも落ち着いた１月９日、ちょんまげ姿のお殿
様がフェリーで喜界の地に降り立った。突然現れ

たお殿様は、ベビーカーに『天下笑一』の旗を掲げ、
町を練り歩いた。それを見た町民らは騒然となり、写真
撮影をお願いしたり質問攻めをしていた。
　お殿様の正体は、ニューヨーク在住で役者兼パフォー
マーの渡辺好博さん（35 才・長崎市出身）。２年前の
６月に全国踏破を目指して、北海道の宗谷岬をスタート。
東京、大阪、福岡などを経由し、鹿児島入った。その後、
沖縄から奄美を経由して喜界島に来島し、福澤照代さ

❹❺

リュウキュウアサギマダラ

集団越冬する姿が島内で確認

リュウキュウアサギマダラが１月中旬、集団越
冬する姿が島内数カ所で確認された。

　リュウキュウアサギマダラは、約１０００㌔を旅す
るアサギマダラとは別種で、日本の南西諸島や中国
南部などに生息しており、北限は奄美大島といわれ
ている。羽を広げると10㌢ほどの体長で、茶色の羽
に薄い水色のまだら模様がある。移動性はなく、15℃
以下になると集団で冬眠するといわれている。今回
確認できた場所では、約１００頭もの蝶が集団で木の
枝に留まり、じっと春の訪れを待っているようだった。

集団で越冬する理由は、葉に扮し外敵から身を守るためといわれている
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Kikaij ima information

　『喜界（昭和）26年生全国同窓会』はこのほど、
町長室に訪れ寄付金を贈呈した。
　喜界 26 年生は昨年 11月13～ 15日の３日間、
全国同窓会関西大会（参加者約 90 人）を開催
し、なんば花月で吉本新喜劇（大阪府）の観賞、
六甲山と有馬温泉（兵庫県）などの観光を楽し
み親睦を深め、今回その会費の一部を寄付した。

　第 10 管区海上保安本部はこのほど、役場
町長室で米盛弘幸さん（早町）に感謝状を贈っ
た。米盛さんは 20 年もの間、早町港東防波
堤灯台の灯火監視を用船（小型船舶）で行っ
ており、その功績が認められ表彰された。同
保安部によると、用船を使っての監視は本町
で米盛さんだけだという。

第
９
回　

喜
界
島
の
海
岸
で
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ゴ
礁
段
丘

 　

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
喜
界
島

サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
展
示
室
も
少
し
ず

つ
充
実
し
、
来
所
さ
れ
る
方
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
よ
く
い
た
だ
く
ご
質
問
が
、〝
喜
界

島
は
何
が
凄
い
島
な
の
か
？
〞
で
す
。
そ
こ

で
、「
喜
界
島
の
隆
起
速
度
は
世
界
で
も
３

本
の
指
に
入
る
ん
で
す
！
」
と
い
う
お
話
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
…
な
の
で
、
海
岸
を
行
く
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
喜
界
島
が
早
い
速
度
で
隆
起
し

て
き
た
の
を
体
感
で
き
る
の
が
、
喜
界
島
の

サ
ン
ゴ
礁
で
で
き
た
海
岸
で
す
。

　

志
戸
桶
や
荒
木
の
海
岸
を
よ
く
観
察
す
る

と
、
階
段
状
の
地
形
（
段
丘
）
が
見
え
ま

す
（
図
参
照
）
喜
界
島
東
岸
の
縁
辺
部
に
は

計
４
段
の
段
丘
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
内
陸
側

か
ら
Ⅰ
面
〜
Ⅳ
面
と
研
究
者
の
間
で
は
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の
骨
を
化
学
分
析
す

る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ン
ゴ
が
骨
を
形
成
し
た

年
代
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
丘
の

年
代
を
サ
ン
ゴ
の
骨
か
ら
測
る
と
内
陸
側

の
Ⅰ
面
が
一
番
古
く
６
３
０
０
年
前
、
Ⅱ
面

が
４
１
０
０
年
前
、
Ⅲ
面
が
３
１
０
０
年

前
、
Ⅳ
面
が
１
４
０
０
年
前
と
約
１
０
０
０

年
〜
２
０
０
０
年
間
隔
で
段
階
的
に
約
１
〜

２
㍍
ず
つ
隆
起
し
て
で
き
た
地
形
と
考
え
ら

ま
す
。
喜
界
島
の
海
岸
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
の
観
測

に
よ
り
最
近
で
も
年
間
数
㍉
程
度
、
部
分
的

に
隆
起
を
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
段
丘
が
形
成
さ
れ
た
の

は
、
喜
界
島
が
少
し
ず
つ
隆
起
し
て
い
く

の
と
同
時
に
、
地
震
の
よ
う
な
地
殻
変
動

を
き
っ
か
け
に
１
〜
２
㍍
一
度
に
隆
起
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
一瞬
で
２
㍍
も
陸
地
が
盛
り
上
が
る
な
ん

で
想
像
で
き
な
い
で
す
ね
。
天
気
の
良
い
日

は
海
岸
に
出
て
、
喜
界
島
が
隆
起
し
て
き

た
跡
を
じっ
く
り
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〜

〜

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
で
は
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（kikaireefs.org

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募
締
切
は
３
月
15
日

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
応
募
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！
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に
反
復
横
と
び
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
は

か
な
り
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

全
国
の
小
学
校
５
年
生
、
中
学
校
２
年

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
体
力
・
運
動
能

力
、
運
動
習
慣
等
調
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
左
の
グ
ラ
フ
は
、
喜
界
町
の

運
動
実
施
時
間
の
結
果
（
昨
年
度
と
の
比

較
）
で
す
。

【
運
動
実
施
時
間
調
査
結
果
か
ら
】

・ 

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
小
・
中
学
校
の

男
女
と
も
に
一
週
間
の
運
動
時
間
が
長

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
２
女
子
は

昨
年
度
と
比
較
し
て
、
２
倍
程
度
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

小
学
校
と
比
較
し
て
、
中
学
校
の
運
動

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
ず
。

・ 

小
・
中
学
校
の
男
女
と
も
に
日
曜
日
よ

り
も
土
曜
日
の
運
動
時
間
が
長
く
な
っ

て
ま
す
。

※ 

運
動
時
間
の
増
加
は
好
ま
し
い
こ
と
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活
動
な

ど
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
過
剰
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
学
習
時
間
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

【
体
力
・
運
動
能
力
調
査
結
果
か
ら
（
小
学
校
）】

・ 

小
５
男
子
は
、
立
ち
幅
と
び
以
外
は
、

全
国
・
県
平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
握
力
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
の
得
点
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

小
５
女
子
は
、
全
て
全
国
・
県
平
均
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
小
５

男
子
と
同
様
に
、
握
力
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
の
得
点
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
体
力
・
運
動
能
力
調
査
結
果
か
ら（
中
学
校
）】

・ 
中
２
男
子
は
、
長
座
体
前
屈
と
立
ち
幅

と
び
が
全
国
・
県
と
比
較
し
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
上
体
起
こ
し
、
反
復

横
と
び
、
50
メ
ー
ト
ル
走
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
げ
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

中
２
女
子
は
、
ほ
と
ん
ど
の
種
目
で
全
国

よ
り
も
高
い
得
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

※ 

小
・
中
学
校
共
通
し
て
、
全
体
的
に
全

国
・
県
平
均
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
個
人
差
も
あ
る
の
で
、

今
後
、
各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
実

態
や
課
題
等
を
踏
ま
え
て
補
強
運
動
や

運
動
に
親
し
む
機
会
を
設
定
す
る
な
ど
、

体
力
向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

喜界町（中学校）運動実施時間

喜界町（小学校）運動実施時間

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

握
力

上
体
起
こ
し

長
座
体
前
屈

反
復
横
跳
び

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

50
ｍ
走

立
ち
幅
跳
び

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

握
力

上
体
起
こ
し

長
座
体
前
屈

反
復
横
跳
び

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

50
ｍ
走

立
ち
幅
跳
び
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☎

　

喜
界
町
で
は
、国
や
県
と
比
べ
、

多
量
飲
酒
（
２
合
以
上
）
者
が
多

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
「
酒
は
百
薬
の
長
と
は
い
へ
ど
、

よ
ろ
ず
の
病
は
酒
よ
り
こ
そ
起
こ

れ
」と
徒
然
草
の
中
に
あ
り
ま
す
。

適
量
の
飲
酒
は
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
事
が
分
か
っ
て
い

ま
す
が
、
適
量
を
超
え
る
と
様
々

な
臓
器
に
障
害
を
起
こ
し
、
や
が

て
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
へ
と

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
を
治
す
の
は
「
断
酒
」

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。お
酒
を
長
く
、

楽
し
く
飲
み
続
け
る
為
に
も
、
適

量
飲
酒
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

★
お
酒
の
適
量
を
守
る

★
週
２
回
の
休
肝
日
を
つ
く
る

★
無
理
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
勧
め
な
い

 

運
動
の
指
導
者
派
遣
に
つ
い
て 

　

団
体
や
グ
ル
ー
プ
で
運
動
に
取

り
組
み
た
い
方
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
の
先
生
方
の
指
導
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係
☎
６
５
―
３
５
２
２

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

　

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）・
四
（
三
）

　

種
混
合
・
二
種
混
合
・
日
本
脳
炎

　

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

Ｍ
Ｒ
Ⅱ
期
・
来
年
度
小
学
校
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
（
有
効
期
限
：
Ｈ

28
年
3
月
末
ま
で
）

　

二
種
混
合
（
小
学
校
6
年
生
〜
13

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

　

四
種
混
合
（
7
歳
半
ま
で
）

　

日
本
脳
炎
（
7
歳
半
ま
で
、

　

Ｈ
7
年
4
月
2
日
〜
Ｈ
19
年
4
月

1
日
生
の
お
子
さ
ん
は
、
20
歳
未
満

ま
で
）

※ 

問
診
票
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い

女
性
の
健
康
週
間

女
性
の
健
康
週
間

　

3
月
1
日
〜
8
日
は
女
性
の
健

康
週
間
で
す
。

  

20
〜
40
歳
代 

　

子
育
て
中
に
、
が
ん
を
発
症
す

る
親
は
、
年
間
5
万
人
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
2
人
に
1
人
が
か
か

る
時
代
で
す
。

　

 

40
歳
以
上 

　

閉
経
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
ホ
ル

モ
ン
の
関
係
な
ど
で
、血
圧
上
昇
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
上
昇
な
ど
、
生

活
習
慣
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
為
に
も
、
健
康

診
断
や
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

＊ 

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の

日
程
は
、
対
象
者
に
事
前
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
る
和
解

一
時
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、
国
か
ら

補
償
金
（
和
解
一
時
金
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。（
す
で
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
、
療
養
所
に
入
所
し
た
こ

と
が
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。）

　

補
償
金
の
申
請
手
続
き
期
限

が
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
方
が
い
る
場
合
、

左
記
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。≪ 相 談 窓 口 ≫

厚生労働省（難病対策課）
　☎０３－５２５３－１１１１
　内線：２３６９
法律事務所
　☎０９８－９３８－４３８１
公益財団法人沖縄県ゆうな協会
　☎０９８－９３８－４３８１
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ご来店お待ちしています !!ご来店お待ちしています !!

　

今
回
の
シ
マ
グ
ル
メ
・
な
び
は
、

居
酒
屋
『
焼
き
鳥
あ
い
ち
ゃ
ん
』。

　
『
あ
い
ち
ゃ
ん
』
は
、
元
自
衛
官

の
相
澤
強
さ
ん
の
定
年
退
官
を
機

に
、
平
成
３
年
に
オ
ー
プ
ン
。
妻
・

久
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
営
み
、
現

在
は
、
約
10
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

長
男
・
克
典
さ
ん
と
次
男
・
克
己
さ

ん
も
加
わ
り
家
族
で
経
営
し
て
お

り
、
今
年
で
開
店
25
周
年
を
迎
え
る
。

　

強
さ
ん
は
喜
界
島
に
ゆ
か
り
が
あ

り
、
東
京
都
で
焼
き
鳥
店
を
営
む
知

人
を
尋
ね
、
仕
込
み
か
ら
焼
き
方
な

ど
を
教
わ
り
開
店
し
た
。
当
時
、
島

に
ま
だ
居
酒
屋
が
少
な
か
っ
た
こ
と

や
、
お
し
ど
り
夫
婦
の
楽
し
い
会
話

か
ら
か
、
す
ぐ
に
多
く
の
お
客
さ
ん

が
来
店
し
、
今
も
多
く
の
常
連
に
愛

さ
れ
て
い
る
。
売
れ
筋
メ
ニ
ュ
ー
は

焼
き
鳥
と
長
崎
風
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
。

　

焼
き
鳥
の
肉
は
、
県
内
産
に
こ
だ

わ
り
、
タ
レ
は
、
開
店
時
か
ら
継
ぎ

足
し
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
鳥

や
豚
な
ど
の
旨
味
が
複
雑
に
絡
み

合
い
店
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。
豚

バ
ラ
や
つ
く
ね
ど
12
種
類
揃
え
て
お

り
、
特
に
三
枚
肉
が
好
ま
れ
る
と
い

う
。

　

長
崎
風
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
は
、
克
典
さ

ん
が
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
長
崎
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
専
門
店
『
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
』

で
働
い
た
経
験
を
生
か
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
約
10
年
前
に
新
メ
ニ
ュ
ー

に
。
麺
は
、
特
製
の
生
麺
を
使
っ
て

い
る
た
め
20
分
経
っ
て
も
伸
び
な
い
。

ま
た
、
ヘ
ル
シ
ー
感
を
重
視
し
、
た
っ

ぷ
り
の
野
菜
を
強
力
な
火
力
で
調
理

し
て
い
る
。
強
火
で
短
時
間
で
の
調
理

の
た
め
野
菜
な
ど
の
食
感
も
楽
し
め
、

食
事
と
し
て
も
満
足
で
き
る
よ
う
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
満
点
。
量
も
お
好
み
で
、

大
（
８
０
０
円
）、
中
（
７
０
０
円
）、

小
（
５
０
０
円
）
か
ら
選
べ
る
。

　

一
部
常
連
か
ら
は
「
あ・

・

・

・

・

い
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
飲
み
会
の
シ
メ

と
し
て
訪
れ
る
客
が
多
い
。

　

克
典
さ
ん
は
客
層
に
つ
い
て
「
主
に

職
場
仲
間
や
出
張
員
、
家
族
連
れ
が

来
店
す
る
が
、
最
近
は
、
女
子
会
も

よ
く
開
か
れ
て
い
る
」
と
語
り
、
店

の
様
子
に
つ
い
て
は
「
一
人
で
来
る

お
客
さ
ん
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
と
厨
房
を

近
く
に
配
置
し
て
い
る
の
で
、
会
話

が
楽
し
め
退
屈
し
ま
せ
ん
よ
」
と
笑

顔
で
話
す
。

　

今
後
は
、
島
野
菜
を
使
っ
た
ヘ
ル

シ
ー
感
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
メ
ニ
ュ
ー

に
も
挑
戦
し
た
い
と
い
う
克
典
さ
ん
。

　

み
な
さ
ん
、

家
庭
的
な
雰

囲
気
を
楽
し

め
る
『
あ
い

ち
ゃ
ん
』
に

行
っ
て
、『
焼

き
鳥
』
と

『
あ・

い・

・

・
ち
ゃ
ん・

ぽ
ん
』
を
味

わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

自慢の焼き鳥や豚足など自慢の焼き鳥や豚足など長崎風ちゃんぽんと餃子、皿うどん長崎風ちゃんぽんと餃子、皿うどん

「
こ
の
店
の
美
味
し
い
料
理
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
企
画

課
広
報
担
当
（
☎
６
５ｰ

３
６
８
３
）
ま

で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　『焼き鳥　あいちゃん』さんのご厚意によ
り「2000 円分お食事券（平成 28 年 12 月末
まで有効）」を抽選で３名様にプレゼントし
ます。ハガキなどに、住所・氏名・年齢・電
話番号・店舗名をご記入の上、応募してくだ
さい。
　締切は、３月 18 日（金）（当日消印有効）
発表は発送をもってかえさせていただきま
す。
　〒 891-6292
　　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　企画観光課　広報担当まで

vol.5

T E L　0997-65-3299
住所　喜界町湾 471 番地８
営業時間
　17:30 ～ 24:00
　（23:30 ラストオーダー）
定休日　毎週水曜日
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鹿児島地方裁判所からのおしらせ
「民事訴訟などについて」

　「空き家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望者
の抽選により登録順位を決め、空き家が発生したと
きに順番に入居していただく制度です。
　平成28年度分の受付は、下記のとおりです。希望
される方は、期間内にお申し込みください。

記
●申込書の配布・受付
　平成28年2月1日 (月 )から22日 (月 )まで
の午前9時から午後5時
　※土・日・祝日の配布、受付はできません。
●抽選日
　平成28年3月3日 (木 )
●申込書配布・受付　問い合わせ先
　大島支庁喜界事務所総務係　0997-65-2091
※ １　現在、空き家待ちをされている方につきまし
ても、今回申込みをされないと、これまでの登録
は無効になりますので、御注意ください。
※ ２　空き家待ち順位登録の受付は今回限りですが、
入居申込みにつきましては随時受け付けておりま
す。ただし、入居順位は、上記申込みによる抽選
で決まった方の後になります。 
※ ３　今回の順位登録期間は、平成28年4月1日
から平成29年3月31日までですので、その間
に空き家がでなければ順番は無効になります。１
番の方であっても、空き家が発生しなければ入居
できませんので、御承知おきください。
　期間中に入居できなかった方で、引き続き入居を
希望される方は、次年度に再度申込みしていただく
ことになります。

Information from prefecture 

喜界事務所からのおしらせ
「県営コーラル団地空き家待ち順位登録」

Information from court 

13　Kikai Public Relations 2016.2
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後援　喜界町教育委員会

　このたび、宝くじの収益金で運営される「宝くじ助成
金事業」を利用して、先内集落（永昭弘区長）と塩
道集落（川村英幸区長）の備品を購入しました。今後
この備品は集落の運営、行事の開催などに使われ、有
効利用されます。
今回購入された備品

【先内】冷蔵庫、エアコン、ヨド物置、音響一式、液
晶テレビ、刈り払い機、パソコンなど（総額約 240 万円）

【塩道】エアコン、水銀灯、液晶テレビ、カラオケシステ
ム一式、野外テント、発電機など（総額約 250 万円）

企画観光課からのおしらせ
「宝くじ助成金事業で備品購入」

第 32 回俊寛ジョギング大会を下記
の通り実施します。ご家族、ご友人
をお誘い合わせのうえご参加下さい。

開催日　平成 28年３月６日（日） 
コース　２Km・５Kｍ・10Km（中学生以上）
受　付　8：00 ～、開会式　9：00 ～
スタート　５Kｍ・10Kｍ　10：00、２Km　10：05
参加料　100 円　当日ゼッケンと引き替えに納めて下さい。
申込み方法　 小学生・中学生　学校宛てに申込書を配付しますので、学校へ申し

込んで下さい。
　　　　　　 その他　以下の事項を記載した申込書を俊寛ジョギング大会事務局

へ提出して下さい。（FAX可）
　　　　　　　（①氏名 ②年齢 ③性別 ④住所 ⑤電話番号 ⑥希望するコース）
申込み締切　平成 28年３月１日（火）

俊寛ジョギング大会事務局
喜界町役場　黒田・古沼
TEL　0997-65-1111
FAX　0997-65-4316

16



【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先 (予約先 )】喜界町役場住民課生活環境係　
６５－３６８７

  平成 27 年分の所得税及び町県民税の申告の受付
は、平成 28 年２月 16 日（火）～３月 15 日（火）
までです。
　また、３月３日（木）の午後２時から４時と、３
月４日（金）午前９時から 12 時までは役場研修室
にて大島税務署の申告相談が予定されていますので
ご利用ください。
　お問い合わせは税務課まで　☎６５－３６８６

　保健福祉課から障害福祉サービスについてお知ら
せします。
○特別障害者手当
　特別障害者手当とは、在宅で常時、特別な介護を
必要とする重度の障害者を対象とした手当です。
　月額 26,620 円（H28 年 3 月現在）
　ただし、以下の場合は支給対象外です。
　①老人ホームなどの施設に入所したとき
　② 3 ヶ月を超えて入院したとき
　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき
○障害児福祉手当
　障害児福祉手当は、障害のある児童（20 歳未満）
を養育する方に支給する手当です。
　月額 14,480 円（H28 年 3 月現在）

Information from town 

　ただし、以下の場合は支給対象外です。
　①障害を理由とした公的年金を受給しているとき
　②障害者支援施設に入所したとき
　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき
○日常生活用具給付等事業
　日常生活用具給付等事業とは、身体障害者手帳を
お持ちの方にストマ用装具や歩行補助杖、紙おむつ
などを利用者負担を原則 1 割で支給する制度です。
○補装具費支給制度
　補装具費支給制度は、身体障害者（児）の失われ
た身体機能を補完又は代替する用具（義足、補聴器、
車いすなど）を購入・修理するものです。所得に応
じて、利用者負担があります。
○心身障害児及び身体障害児療育旅費助成事業
　療育を目的とした治療のための鹿児島もしくは奄
美への船代（2 等運賃）を年 12 回を上限に助成い
たします。また、障害児の身体の状態などの理由で
船での渡航が難しい場合は、例外的に飛行機の助成
も可能です。（※理由書により確認いたします）
○施設訪問旅費助成事業
　お子さんが入所している施設への訪問旅費を年 4
回を上限に助成いたします。
○重度心身障害者医療費助成制度
　身体障害者手帳の 1 級もしくは 2 級、療育手帳の
A、身体障害者手帳の 3 級と療育手帳の B1 の両方
をお持ちの方の医療費を助成する制度です。外来、
入院、調剤、歯科、訪問看護が助成の対象です。
〇心身障害者扶養共済制度
　障害がある方を扶養している保護者（加入者）が
生存中に毎月掛金を納めることにより、保護者が死
亡や重度の障害となった場合に、保護者が抱く障害
がある方の将来の不安を軽減する目的で定められた
ものです。
◆ 将来受け取りできる金額…1 口 20,000 円／月（最

大 2 口まで）
◆ 納める金額…加入者の加入当時の年齢に応じて異

なります。（1 口 9,300 円～）
※ 所得の状況などにより掛金の一部を町が負担する

こともあります。
◆ 掛金免除…①加入者が 65 歳以上であること、②

20 年以上掛金を納めること、以上の 2 つを満た
すと掛金は免除されます。

【問い合わせ先】
　役場保健福祉課　福祉係
　☎６５－３６８５

住民課からのおしらせ
「司法書士による無料法律相談会の開催」

開催日 場　所 時　間
平成28年 3月   2 日（水）役場研修室 13:00 ～ 16:00
平成 28年 3月 16日（水）早町支所 13:00 ～ 16:00

保健福祉課からのおしらせ
「障害福祉サービスについて」

税務課からのおしらせ
「所得税・住民税の申告をお忘れなく」
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幸　幸　輪輪

わしんわ し ん

心心くんくん（父　久徳・母　ありさ）（父　久徳・母　ありさ）

牧岡　牧岡　音音
おとあおとあ

歩歩ちゃん（10歳・右）・ちゃん（10歳・右）・芽芽
めいあめいあ

歩歩ちゃん（7歳・左）ちゃん（7歳・左）
　　　　　　英英

えいりゅうえいりゅう

龍龍くん（１歳・中央）くん（１歳・中央）

　今月の広報『きかい』の題字は、喜界高
校商業科３年の３人。みんなに「将来の夢」
を尋ねてみました。
　春日くんは「島外での就職が決まっているた
め、これからは島外から島を応援し、いずれ
は島に戻って喜界島に貢献できるような立派な
大人になりたい」。竹内くんは「みんなを満足
させられる美容師になって都会で活躍したい。
将来は、町民の方々にも親しまれる美容師に」。
平くんは「保健体育の教師になって、体育の
嫌いな子どもたちにも、体育のおもしろさを伝
えたい。いつか島の子供達にも教えることがで
きれば」と話してくれました。
　みなさんの夢が叶えられるよう祈っています。

　よく気がつき、やさしく頼りになる長女・音歩。
いつも笑顔でみんなを楽しませる次女・芽歩。イタ
ズラ大好き甘えん坊の末っ子・英龍。
　笑ったり、泣いたり、怒ったり、にぎやかな毎日
だけど３人のおかげで日々楽しく過ごせています。
元気をいつもありがとう。（父母より）

『き』春日　駿
しゅんすけ

介くん
『か』竹内　光

みつき

輝くん
『い』平　哲

てつろう

郎くん

サキシマフヨウサキシマフヨウ

◀白色、淡紅白色で大きな
花を咲かせたあと、羽をつけ
たたくさんの種を飛ばすサキ
シマフヨウ。サキシマフヨウは
アオイ科フヨウ属で、樹高は
３㍍以上にもなる。低地から
山地の伐採跡地や林道沿い
多い落葉、または半常緑低
木。
　昨年 11 月号でも紹介した
ように、花言葉は「しとやか
な恋人、繊細美、微妙な美
しさ」

【赤連】【赤連】

　いたずらっ子で甘えん坊の輪心。可愛い仕草や笑
い顔♡あなたが何かをする度に周りが笑顔になり、
幸せを与えてくれます。これからも健やかにスクスク
成長しますように。すっと見守っています。パパとマ
マの子に生まれてきてくれてありがとう。（父母より）

【中里】【中里】

▶百の台付近に咲くゴモジュ
の花。ゴモジュはスイカズラ
科で奄美大島以南に分布す
る。低地から山地の日当たり
のよい林縁に多く自生し常緑
低木。樹高は３～４㍍で、花
冠は漏斗状で筒部の長さは
４～５㍉。白色でときにピンク
色の花を咲かせ、花には芳
香がある。昔、島で地葬が
行われていた時代、お骨を
拾う箸をこの木でつくったとい
われる。花言葉は「勤勉」 ゴモジュゴモジュ

（父　龍也・母　友美）（父　龍也・母　友美）

花花
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喜界町の推計人口
（平成28年1月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,453 戸（６）
人 口  ・・・・ 7,290 人（△４）

男   ・・・・ 3,564 人（△３）
女   ・・・・ 3,726 人（△１）

（　）は前月比
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志し
え
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岩
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の
ぞ
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雅･
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連
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松
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史
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玉
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ち
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間
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嶺
）

（
85
才
・
白
水
）

（
55
才
・
赤
連
）

（
93
才
・
塩
道
）

（
96
才
・
志
戸
桶
）

（
49
才
・
赤
連
）

（
83
才
・
塩
道
）

（
84
才
・
伊
実
久
）

（
91
才
・
上
嘉
鉄
）

（
98
才
・
志
戸
桶
）

（
87
才
・
小
野
津
）

（
82
才
・
小
野
津
）

（
88
才
・
赤
連
）

（
92
才
・
志
戸
桶
）

（
78
才
・
赤
連
）

（
94
才
・
荒
木
）

（
66
才
・
坂
嶺
）

先
山

川
嶺

川
嶺

大
阪
府
（
塩
道
出
身
）

赤
連

赤
連

赤
連

鹿
児
島
市
（
塩
道
出
身
）

大
朝
戸

赤
連

荒
木

伊
実
久

大
阪
府（
小
野
津
出
身
）

納付をお忘れなく！（２月）
【税】固定資産税第４期　２/29まで

【使用料】２月分簡易水道・下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料　2/29まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに !!

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

藤
崎　

誠
之
（
荒
木
）

小
野　

咲
子
（
荒
木
）

※
今
月
の
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄

付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誌
面

の
都
合
上
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
月
掲
載
予
定
の
方
に
つ
い

て
は
来
月
号
に
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

開　

喜
志
雄

篤
美
ソ
ノ
ヱ

（
93
才
・
川
嶺
）

（
83
才
・
大
朝
戸
）

　

自
宅
の
畑
で
大
切
に
育
て
た
野
菜
を
収
穫
す
る
ヒ
デ
さ
ん
。
ヒ
デ
さ
ん
は
教

師
で
あ
る
夫
を
支
え
な
が
ら
、
農
業
や
機
織
り
で
２
男
４
女
を
育
て
ま
し
た
。

　

と
て
も
几
帳
面
な
性
格
で
若
い
頃
か
ら
つ
け
て
い
る
メ
モ
日
記
に
は
、
毎
日

の
血
圧
な
ど
も
記
さ
れ
、
自
分
の
体
調
管
理
も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
今
の
楽
し

み
は
「
ひ
孫
と
の
ふ
れ
あ
い
」
と
「
新
聞
、雑
誌
を
読
む
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
畑
に
行
き
野
菜
づ
く
り
に
励
ん
だ
り
、
庭
の
草
取
り
な

ど
を
し
て
、
と
に
か
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
よ
」
と
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 28年 2月21日～ 3月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

消防出初め式消防出初め式 野球教室野球教室

野球教室野球教室

野球教室野球教室

野球教室野球教室 天下笑一天下笑一

子牛初競り子牛初競り
ニューイヤーニューイヤー
コンサートコンサート

野球教室野球教室

野球教室野球教室 野球教室野球教室
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